
課題名 標準予防策における看護師の知識・態度・実践の実態 
 ～創傷処置介助や易感染状態にある患者に関わる機会の多い看護師の調査～ 
 
研究期間～倫理審査承認日～2015 年 3 月 

 
標準予防策に対する認識及び行動について文献検討が行われており感染管理現認教育を行う

ために必要なことは現在までに文献検討で調査されています。私たちはこの度、標準予防策にお

ける看護師の知識・態度・実践について文献検討をもとに病棟での実態を調査しています。創傷

処置介助や易感染状態にある患者に関わる機会の多い病棟での現状の把握から今後の感染予防

への介入や看護ケアにつなげていこうと考えています。以上のような研究の主旨をご理解いただ

きたいと考えております。 

 
研究にあたりましては以下のことを厳守します。 

・研究への協力は自由意志であり、なんら強制するものではありません。 

・質問紙は無記名とし匿名性の保証は厳守いたします。 

・匿名性の保証は厳守いたします。 

・データは研究目的以外で使用することはありません。 

・データは研究終了後には責任をもって処分いたします。(データの保存期間は 5 年です) 

・結果は学会、論文で発表させていただく予定ですが発表に際し施設名や個人名を特定すること

はありません。 

・本研究は対象者に対して無害であり、費用、謝礼はありません。 

・本研究を行う上で利益相反の状態になることはありません。 

 
研究に関する連絡先 

  研究者：前田 有理 

  所属：川崎医科大学附属病院 13階中病棟  

  住所：〒701-0192 岡山県倉敷市松島 577 

            電話番号：(086)462-1111（病院代表） 

                13240（13 階中病棟内線） 

 
 


